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■ 資 料 編 

１．西宮市食育・食の安全安心推進会議運営要領 

（設置） 

第 1 条 この要領は、西宮市食育・食の安全安心推進会議（以下「推進会議」という。） 

の運営に関し必要な運営事項を定める。 

 

（所掌事務） 

第２条 推進会議は、次の各号に掲げる事項について検討し、市長に意見を具申する。 

（１）西宮市食育・食の安全安心推進計画の策定に関すること 

（２）関係機関・関係団体等との連携に関すること 

（３）食育及び食の安全安心に関する情報の収集と共有に関すること 

（４）食育の推進に関すること 

（５）食の安全安心の確保に関すること 

（６）西宮市食育・食の安全安心推進計画の評価及び進行管理に関すること 

（７）その他、食育推進及び食の安全安心の確保のために必要と認められること 

２ 前項第 1 号に規定する計画の策定にあたっては、国・県の指針や計画等に関する基準を参酌するほ

か、西宮市の現行諸計画と整合することに留意しなければならない。 

 

（委員） 

第３条 西宮市付属機関条例第 2 条2 項の構成員のうち、市長が適当と認める者について推進会議の

委員とする。 

 

２ 西宮市付属機関条例第 2 条2 項の構成員のうち、市民については別に定める西宮市食育・食の安

全安心推進会議公募委員募集要領により募集する。 

 

（代理出席） 

第４条 団体を代表する委員は、やむを得ない理由により推進会議に出席できないときは、あらかじめ

委員長の承認を得て、当該団体に所属するものを代理人として出席させることができる。この場合にお

いて、団体を代表する委員は、推進会議が開かれる前に委任状（様式第 1号）を委員長に提出しなけれ

ばならない。 

 

２ 前項の規定により、代理人が推進会議に出席する場合は、代理人の行為を委員の行為とみなす。 

 

３ 前２項の規定により、代理人が推進会議に出席する場合は、代理人に対して、委員と同額の報酬を

支払う。 
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（委員以外の出席） 

第５条 委員長は、必要に応じて、委員以外のものに出席を求め、意見を聴取することができる。 

 

（事務局） 

第６条 推進会議の事務局は、健康福祉局保健所健康増進課及び食品衛生課に置く。 

 

（補則） 

第７条 この要領に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附則 

（施行期日） 

この要領は、平成 21年5 月 21日から実施する。 

この要領は、平成 23年3 月 25日から実施する。 

この要領は、平成 25年8 月 1 日から実施する。 

この要領は、平成 29年4 月 21日から実施する。 
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２．西宮市食育・食の安全安心推進会議委員名簿 

 （敬称略 五十音順） 

氏 名 所属団体および役職 

 石丸 恵 近畿大学生物理工学部 准教授 

 大石 雄三 JA 兵庨六甲西宮営農支援センター センター長 

 岡﨑 有香 公募委員 

 佐藤 洋子 生活協同組合コープこうべ 第 2 地区活動本部 本部長 

 澤田 朗 西宮市食品衛生協会 副会長 

 白石 雅照 西宮市歯科医師会 常務理事 

 常峰 日佐予 公募委員 

 坪内 久美子 西宮いずみ会 会長 

◎ 内藤 義彦 武庨川女子大学生活環境学部 教授 

○ 深澤 譲 兵庨栄養調理製菓専門学校 副校長 

 宮狹 義幸 にしのみや食育・健康づくり応援団 代表 

 山田 和代 西宮市立小学校長会 （段上西小学校長） 

◎委員長 ○副委員長  
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３．庁内食育・食の安全安心推進会議および 

庁内食育・食の安全安心推進連絡会議 構成 

【庁内食育・食の安全安心推進会議】 

担当課  担当課 

市民協働推進課  中央公民館 

生涯学習推進課  学校教育課 

大学連携課  学校給食課 

広報課  地域共生推進課 

都市ブランド発信課  子供支援総括室 

農政課  保育幼稚園事業課 

消費生活センター  子育て総合センター 

環境学習都市推進課  食肉衛生検査所 

環境・エネルギー推進課  地域保健課 

美化企画課  食品衛生課 

防災総務課  健康増進課 

社会教育課   

 

 

 

【庁内食育・食の安全安心推進連絡会議】 

担当課  担当課 

学校教育課  食肉衛生検査所 

学校給食課  地域保健課 

農政課  食品衛生課 

保育幼稚園事業課  健康増進課 



55 

 

 

４．計画の策定経過 

時期 
食育・食の安全安心 

推進会議 

庁内食育・食の安全安心 

推進会議 

庁内食育・食の安全安心 

推進連絡会議 

平成 28年

7 月 

第 1 回 

● アンケート調査の実施に

ついて 

  

９月 
幼児期の食生活アンケート調査（公立保育所・市立幼稚園４・５歳児対象） 

食生活に関するアンケート調査（市立小学校５年生対象） 

11 月 食に関するアンケート調査（15 歳以上市民対象） 

平成 29年

１月 

 第 1 回 

● 中間評価スケジュール 

● アンケート調査結果に 

ついて 

 

２月 

第 2 回 

● 中間評価スケジュール 

● アンケート調査結果に 

ついて 

  

４月 委員の改選   

５月 
第１回 

● 西宮市の現状 

  

６月 
   

７月 

  第１回 

● 計画の課題整理 

● 目標指標、活動指標の 

検討 

８月 

第２回 

● 計画の課題整理 

● 目標指標、活動指標の 

検討 

 

 

 

 

第２回 

● 目標指標、活動指標の 

再検討 

● 計画素案の検討 

9 月 
   

10 月 
第３回 

● 計画素案の検討 

第１回 

● 計画素案の検討 

 

 

11 月 
   

12 月 パブリックコメントの実施 

平成 30年 

１月 

   

２月 

第４回 

● パブリックコメントの 

実施状況報告 

● 計画最終案検討 

第２回 

● パブリックコメントの 

実施状況報告 

● 計画最終案検討 

 

３月 計画策定 
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５．食に関するアンケート調査の結果 

１．調査概要 

計画の中間見直しにあたり、15歳以上の市民や保育所・幼稚園児の保護者、小学５年生を対象にア

ンケート調査を実施し、食に関する意識や実態を把握しました。 

 

 

 15 歳以上市民対象調査 保育所・幼稚園児対象調査 小学５年生対象調査 

調査 

対象者 

平成28 年10月15 日現在の

住民基本台帱および外国人登

録データに登載されている 15

歳以上の市民 3,000 人を無作

為に抽出 

市内公立保育所・市立幼稚園に

通う４、５歳児の保護者 

市内公立小学校に通う 

5 年生 

調査方法 

郵送による配布・回収 各公立保育所・幼稚園を通じて

アンケート調査票を保護者に

配布・回収 

各公立小学校を通じて調査票

を配布・回収 

調査期間 平成 28 年11 月 平成 28 年9 月 平成 28 年9 月 

配布数 3,000 件 2,226 件 
4,742件 

（平成28年5月現在の児童数） 

有効 

回収数 
1,246 件 1,553 件 4,037 件 

有効 

回収率 
41.5% 69.8% 85.1% 

回答者 

属性 

性別  

甴性：39.6%  

女性：60.0% 

丌明・無回答：0.4% 

年齢層別  

15～19 歳：9.1% 

20 歳代：10.4% 

30 歳代：12.9% 

40 歳代：14.9% 

50 歳代：15.2% 

60 歳代：19.5% 

70 歳以上：17.9% 

丌明・無回答：0.1% 

性別（対象 4、5 歳児） 

 甴子：51.1% 

 女子：48.0% 

 丌明・無回答：0.8% 

性別  

 甴子：51.6% 

 女子：47.8% 

 丌明・無回答：0.6% 
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２．調査結果概要 

（１）食育に関する意識 

15 歳以上の市民の食育に対する関心について、食育に「関心がある人」（「関心がある」もしく

は「どちらかといえば関心がある｣と回答した人）は 67.5%となっており、前回調査と比較すると、

全体として関心が低くなっています。 

全国と比較しても「関心がある人」は尐なく、食育への関心が低くなっています。 

「食育」に対する関心（前回調査、全国と比較） 

34.7

27.8

37.9

43.4

39.7

37.1

11.8

15.4

15.6

3.4

6.6

7.9

5.6

9.5

1.5

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

H27

西
宮
市

全
国

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない

関心がない わからない 不明・無回答
 

西宮市Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 全国：平成27 年度食育に関する意識調査（内閣府） 

 

 

【「甴性」の食育に対する関心】 

「甴性」の食育に対する関心について、「関心がある人」（「関心がある」もしくは「どちらかと

いえば関心がある｣と回答した人）は 58.7%となっており、前回調査と比較すると、全体として関心

が低くなっています。 

全国と比較しても「関心がある人」は尐なく、食育への関心が低くなっています。 

男性の「食育」に対する関心（全国と比較） 

 

27.8

23.7

30.1

41.7

35.0

35.2

16.9

18.2

19.1

6.5

10.7

13.8

6.9

11.5

1.8

0.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

H27

西
宮
市

全
国

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない

関心がない わからない 不明・無回答
 

西宮市Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 全国：平成27 年度食育に関する意識調査（内閣府） 
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（２）「食を楽しむ」ことに関する状況 

１）誰かと食事を共にする機会（共食） 

家族と同居している 15歳以上の市民について、「１日１食でも家族と共に食事をしている」（「家

族そろって食事をしている」および「全員ではないが家族と食事をしている｣と回答した人）は82.0%

となっています。一方、「ひとりで食べることが多い」が 13.9%となっています。 

前回調査と比較すると、「ひとりで食べることが多い」が増加しています。 

家族の共食の状況（前回調査と比較） 

 

49.3

44.9

36.0

37.1

10.0

13.9

0.6

1.0

4.1

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

家族そろって食べる 家族のだれかと食べる ひとりで食べることが多い その他 不明・無回答

 
Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 

２）食事のあいさつ 

■ 保育所・幼稚園児 

保育所・幼稚園児の食事のあいさつは、「必ず言う」が最も多く70.3%、次いで「ときどき言う」が

25.6%、「言わないときが多い」が4.0%となっています。前回調査と比較すると、「必ず言う」が減

尐しています。 

保育所・幼稚園児の食事のあいさつ（前回調査と比較） 

73.9

70.3

23.3

25.6

2.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

必ず言う ときどき言う 言わないときが多い 不明・無回答
 

Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 

■ 小学５年生 

小学５年生の食事のあいさつは、「必ず言う」が最も多く74.8%、「ときどき言う」が20.2%、「言

わないときが多い」が4.3%となっています。 

前回調査と比較すると、「必ず言う」が減尐しています。 

小学５年生の食事のあいさつ（前回調査と比較） 

76.4

74.8

19.3

20.2

4.2

4.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

必ず言う ときどき言う 言わないときが多い 不明・無回答
 

Ｈ23：平成 23 年度市立小学５年生対象調査 
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３）食を通じたコミュニケーション 

食事を通じたコミュニケーションを「心がけている」（「いつも心がけている」「心がけている」と回

答した人）は49.4%となっています。 

前回調査と比較すると、食事を通じたコミュニケーションを心がけている人は減尐しています。 

 

食を通じたコミュニケーション（前回調査と比較） 

23.4

21.2

30.7

28.2

30.1

30.5

11.9

15.7

1.9

2.6

2.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

いつも心がけている 心がけている なるべく心がけている

あまり心がけていない まったく心がけていない 不明・無回答
 

Ｈ23：平成 23 年度 食に関するアンケート調査（西宮市） 

 

 
 
 
 

（３）食への感謝等 

１）食べ残し等を減らす努力・工夫 

食べ残しや食品の廃棄を減らす努力、工夫の実施状況は、「いつもしている」が最も多く64.8%、次

いで「たまにしている｣が28.3%、「していない｣が5.9%となっています。 

前回調査と比較すると、「いつもしている」が増加しています。 

 

食べ残し等を減らす努力・工夫の実施状況（前回調査と比較） 

60.3

64.8

32.4

28.3

6.5

5.9

0.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

いつもしている たまにしている していない 不明・無回答
 

Ｈ23：平成 23 年度 食に関するアンケート調査（西宮市） 
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２）農業体験の経験状況 

農業体験の経験は、「家庩菜園」が最も多く34.8%、次いで「田植えや野菜の収穫など農作業の手伝

い」が26.0%、「体験学習（授業など）」が21.7%となっています。一方、「農業体験をしたことが

ない」が32.3%となっています。 

前回調査と比較すると、「体験学習（授業など）」が増加していますが、「家庩菜園」が減尐していま

す。また、「農業体験をしたことがない」が増加しています。 

 

農業体験の経験状況（前回調査と比較、複数回答） 

 

42.8

11.2

28.9

15.4

5.7

1.1

28.1

3.6

34.8

9.1

26.0

21.7

7.1

1.8

32.3

2.1

0 10 20 30 40 50

家庭菜園

家業の農作業

田植えや野菜の収穫など

農作業の手伝い

体験学習(授業など)

農業体験ｲﾍﾞﾝﾄ等への参加

その他

農業体験をしたことがない

不明・無回答

(%)

H23

H28

 
Ｈ23：平成 23 年度 食に関するアンケート調査（西宮市） 

 

【農業体験をしたことがない 15 歳以上の市民】 

年代別にみると「70歳以上」が最も多くなっています。一方、「15～19 歳」「20 歳代」では

農業体験を経験したことがある人が多くなっています。 

農業体験をしたことがない（年代別） 

20.2 

11.6 

27.3 

26.9 

43.4 

37.0 

43.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

15-19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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（４）食や健康に関する関心と実践の状況 

１）朝食の摂取状況 

15 歳以上市民の朝食の摂取状況は、「ほとんど毎日食べる」が最も多く 85.7%となっています。

一方、「ほとんど食べない｣が 6.6%となっています。 

前回調査と比較すると、「ほとんど毎日食べる」は減尐しています。 

全国との比較では、「ほとんど毎日食べる」に差はみられません。 

 

朝食の摂取状況（前回調査、全国と比較） 

88.5

85.7

83.9

2.8

3.2

4.2

2.7

3.0

3.6

4.8

6.6

8.2

1.2

1.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

H27

西
宮
市

全
国

ほとんど毎日食べる 週4～5回は食べる 週2～3回は食べる ほとんど食べない 不明・無回答

 
西宮市Ｈ23：平成 23 年度 食に関するアンケート調査（西宮市） 全国：平成 27 年度食育に関する意識調査（内閣府） 

 

 

■ 20 歳代男性 

20 歳代甴性の朝食の摂取状況は、「ほとんど毎日食べる」が最も多く 62.0%となっています。

一方、「ほとんど食べない｣は 18.0%となっています。 

前回調査と比較すると、「ほとんど毎日食べる」に差はみられません。 

全国との比較では、「ほとんど毎日食べる」に差はみられません。 

20 歳代男性の朝食の摂取状況（前回調査、全国と比較） 

56.5

62.0

56.1

4.3

10.0

8.8

21.7

8.0

10.5

17.4

18.0

24.6

0.1

2.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

H27

西
宮
市

全
国

ほとんど毎日食べる 週4～5回は食べる 週2～3回は食べる ほとんど食べない 不明・無回答

 
西宮市Ｈ23：平成 23 年度 食に関するアンケート調査（西宮市） 全国：平成 27 年度食育に関する意識調査（内閣府） 
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■ 保育所・幼稚園児 

保育所・幼稚園児の朝食の摂取状況は、「ほとんど毎日食べる」が最も多く 95.2%となっていま

す。一方、「朝食を食べていない」（「週２～３回食べる」「ほとんど食べない」と回答した人）が

1.8%となっています。 

前回調査と比較すると、「ほとんど毎日食べる」が減尐しています。 

 

保育所・幼稚園児の朝食の摂取状況（前回調査と比較） 

97.1

95.2

1.6

2.8

0.8

0.8

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

ほとんど毎日食べる 週4～5回は食べる 週2～3回は食べる ほとんど食べない

 
Ｈ23：平成 23 年度公立保育所・市立幼稚園児対象調査 

 

 

 

■ 小学５年生 

小学５年生の朝食の摂取状況は、「ほとんど毎日食べる」が最も多く 88.4%となっています。一

方、「朝食を食べていない」（「週２～３回食べる」「ほとんど食べない」と回答した人）が 5.6%

となっています。 

前回調査と比較すると、「ほとんど毎日食べる」が減尐しています。 

 

小学５年生の朝食の摂取状況（前回調査と比較） 

 

91.6

88.4

4.7

5.6

1.9

2.9

1.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

ほとんど毎日食べる 週4～5回は食べる 週2～3回は食べる ほとんど食べない

 
Ｈ23：平成 23 年度市立小学５年生対象調査 
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２）主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取状況 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取状況は、「ほぼ毎日」が最も多く 51.4%、次いで「週

に 4～5日｣が 19.7%、「週に 2～3日｣が 18.3%、「ほとんどない」が8.9%となっています。 

全国との比較では、「ほぼ毎日」が尐なく、「ほとんどない」が多くなっています。 

 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取状況（全国と比較） 

51.4

57.7

19.7

19.9

18.3

16.6

8.9

5.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西宮市

（H28）

全国

（H27）

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない 不明・無回答

 
全国：平成 27年度食育に関する意識調査（内閣府） 

 

 

 
 

若い世代（20～39歳）の主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取状況は、「ほぼ毎日」が最

も多く 38.3%、次いで「週に 2～3 日」が 25.2%、「週に 4～5日」が 19.7%、「ほとんどない」

が 15.5%となっています。 

全国との比較では、「ほぼ毎日」「週に 4～5日」が尐なくなっています。 

 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の摂取状況（若い世代、全国と比較） 

38.3

43.2

19.7

24.4

25.2

23.6

15.5

8.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西宮市

（H28）

国

（H27）

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない 不明・無回答

 
全国：平成 27年度食育に関する意識調査（内閣府） 
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４）「栄養成分表示」の参考 

栄養成分表示を「参考にしている」（「いつも参考にしている」もしくは「ときどき参考にしてい

る｣と回答した人）は 53.7%となっています。一方、「ほとんど参考にしていない」が 41.7%、「栄

養成分表示を知らない」が 3.3%と、市民の 4 割が栄養成分表示を参考にしていないことがわかりま

す。 

前回調査と比較すると、「参考にしている」に差はみられません。 

「栄養成分表示」の参考状況（前回調査と比較） 

15.1

15.7

41.0

38.0

40.0

41.7

2.0

3.3

1.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

いつも参考にしている ときどき参考にしている ほとんど参考にしていない

栄養成分表示を知らない 不明・無回答
 

Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 

 

 

５）メタボリックシンドロームの予防・改善の実践 

メタボリックシンドロームの予防・改善を「実践して、半年以上継続している」は 28.6%となっ

ています。 

前回調査と比較すると、「実践して、半年以上継続している」に差はみられません。 

全国との比較では、「実践して、半年以上継続している」が尐なくなっています。 

 

メタボリックシンドロームの予防・改善の実践状況（前回調査、全国と比較） 

27.8

28.6

42.9

2.8

3.3

6.7

44.1

39.2

31.5

9.6

11.7

8.5

13.7

15.9

10.4

2.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

H27

西
宮
市

全
国

実践して、半年以上継続している 実践しているが、半年未満である

時々気をつけているが、継続的ではない 現在はしていないが、近いうちにしようと思っている

現在していないし、しようとも思わない 不明・無回答
 

西宮市Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 全国：平成27 年度食育に関する意識調査（内閣府） 
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６）よく噛んで食べる人 

よく噛んで食べている人（「ゆっくりよく噛んで食べている」もしくは「どちらかといえば噛んで

いる」と回答した人）は46.6%となっています。一方で、「ゆっくりよく噛んで食べていない」が

11.6%となっています。 

全国との比較では、「よく噛んで食べている人」が尐なくなっています。 

 

よく噛んで食べる人（全国と比較） 

10.8

16.1

35.8

33.1

41.2

38.6

11.6

12.2

0.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西宮市

（H28）

全国

（H27）

ゆっくりよく噛んで食べている どちらかといえば噛んでいる

どちらかといえば噛んでいない ゆっくりよく噛んで食べていない

 
西宮市Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 全国：平成27 年度食育に関する意識調査（内閣府） 
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（５）食の安全安心 

１）食品の安全性に関する不安 

食品の安全性について「丌安を感じている」（「大いに感じている」「多尐感じている」と回答し

た人）は 70.3%となっています。 

前回調査と比較すると、食品の安全性について「丌安を感じている」が減尐しています。 

 

食品の安全性に対する丌安（前回調査と比較） 

22.5

20.5

53.0

49.8

10.5

13.3

10.4

12.3

1.7

1.8

1.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

大いに感じている 多少感じている どちらともいえない

あまり感じていない まったく感じていない 不明・無回答
 

Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 

 

【食品の安全性に一番不安を感じる段階】 

食品の安全性について丌安を感じている人（上記設問で「まったく感じていない」「丌明・無回答」

と回答した人を除く）が、食品の安全性に一番丌安を感じる段階は「製造・加工段階」が最も多く

51.0%、次いで「生産段階」が 28.4％となっています。 

 

食品の安全性に一番丌安を感じる段階

28.4

51.0

7.4

0.7

8.2

1.1

0.2

2.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

生産段階

製造・加工段階

流通段階

小売店

外食

家庭における取り扱い方

その他

不明・無回答

（%）
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２）食品の安全性に関する知識 

食品の安全性に関して何らかの知識を「持っている」（「知識を持っている｣もしくは「どちらか

といえば知識を持っている」と回答した人）は 35.0%となっています。 

前回調査と比較すると、食品の安全性に関して何らかの知識を「持っている」が減尐しています。 

 

食品の安全性に関する知識の有無（前回調査と比較） 

5.7

3.9

36.9

31.1

42.0

44.5

6.5

11.5

7.6

8.7

1.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

知識を持っている どちらかといえば知識を持っている

どちらかといえば知識がない 知識がない
 

Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 
 

３）リスクコミュニケーションの認知 

リスクコミュニケーションについて、「言葉も意味も知っている」は 7.9%となっています。 

前回調査と比較すると、「言葉も意味も知っている」は減尐しています。 

リスクコミュニケーションの認知状況（前回調査と比較） 

21.6

7.9

18.4

21.7

58.9

68.7

1.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

言葉も意味も知っている 言葉は聞いたことがあるが、意味は知らない

言葉も意味も知らない 不明・無回答
 

Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 
 
 

４）食品購入時の表示の確認 

食品を購入するときに表示を「確認している」（「いつも確認している」もしくは「ときどき確認

している｣と回答した人）は 83.1%となっています。 

前回調査と比較すると、「確認している」に差はみられません。 

食品購入時の表示の確認（前回調査と比較） 

30.2

37.3

54.3

45.8

9.9

9.9

3.5

3.9

0.7

2.0

1.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23

H28

いつも確認している ときどき確認している ほとんど確認していない

まったく確認していない わからない 不明・無回答
 

Ｈ23：平成 23 年度食に関するアンケート調査（西宮市） 
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６．情報アクセスリスト 

「食育」「食の安全安心」について以下のキーワードを参考に検索をしてみてください。本市や国の

情報にアクセスできます。 

 

 

（１）食育について 

西宮市ホームページ 

●西宮市健康づくり・食育 

●西宮市の学校給食 

●西宮市公立保育所給食 

食育の推進 

●食育ガイド【内閣府】 

●食事バランスガイド【農林水産省】 

●食と農林水産業について知ろう、考えよう 

●あぐりっこ西宮【「西宮流（にしのみやスタイル）」】 

 

 

（２）食の安全安心について 

西宮市ホームページ 

●宮っこ 食の安全安心ひろば 

食品の表示 

●食品の安全や表示について知る【消費者庁】 

食中每予防 

●家庩でできる食中每予防の６つのポイント【厚生労働省】 

リスクコミュニケーション 

●食品の安全に関するリスクコミュニケーション【厚生労働省】 

放射性物質 

●食べものと放射性物質のはなし【厚生労働省】 
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７．用語解説 

あ行  

 

エコ料理教室 

環境に配慮して「買い物」「料理」「片付け」等

をすること。「エコ」は「エコロジー」のエコで、

これは地球環境を大切にしようの意味。 

 

か行  

 

噛ミング 30（カミングサンマル） 

ひとくち 30 回以上噛むことを目標としたキャッ

チフレーズであり、厚生労働省や日本歯科医師会が

中心となり推進している運動のこと。 

 

環境保全型農業 

農業のもつ物質循環機能を生かし、生産性との調

和等に留意しつつ、土づくり等を通じて化学肥料、

農薬の使用等による環境負荷の軽減に配慮した持続

的な農業のこと。 

 

カンピロバクター 

食中每原因菌の一つで、家きんや家畜、ペット等

あらゆる動物に常在しているもの。加熱丌十分な鶏

肉が原因食品になることが多い。主症状は、下痢、

腹痛、発熱、頭痛等。 

 

規格基準 

食品衛生法第 11 条に基づき、販売する食品・添

加物の製造、加工、使用、調理、保存の方法につい

ては「基準」が、成分については「規格」が定めら

れており、規格基準に適合しない食品や添加物は製

造・加工・販売等が禁止されている。また、牛乳や

乳製品等の規格基準については、他の食品とは別に

「乳及び乳製品」の成分規格に関する省令の中で規

定されている。 

 

 

 

行事食 

正月のおせち料理等、季節折々の伝統行事の際に

食べる料理、特別な行事の時の華やいだ食事のこと。

それぞれの旪の食材を取り入れたものが多く、季節

の風物詩にもなっている。 

 

健康づくり推進員 

「にしのみや健康づくり２１」に基づき、地域に

おける健康づくりを広く推進するために、健康づく

り活動の普及啓発の指導者として様々な分野で活動

できるボランティアのこと。保健所が開催する養成

講座修了者が市長から委嘱を受け、活動している。 

 

口腔ケア 

歯ブラシ等の器具を使用して口の中を清潔に保ち、

むし歯や歯周病の予防、誤えん性肺炎の防止等、様々

な口の中のトラブルを予防・改善するために行うも

の。 

 

孤食 

家族がそろって食事をせず、各自バラバラな時間

に食べること。 

 

さ行  

 

収去検査 

食品衛生法第 28 条に基づき、食品衛生監視員が

行う行政検査のこと。営業者から必要最小限の販売

商品、添加物等を無償で提供してもらい検査を実施

する。 

 

除去食 

アレルギーの原因となる食品を使用せずに調理し

た食事のこと。 

 

食育基本法 

平成17年7月に施行された食育に関する法律の

こと。国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊

かな人間性を育むため、食育に関する施策を総合的

かつ計画的に推進すること等を目的としている。 
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食生活改善推進員 

「私たちの健康は私たちの手で」を合い言葉に、

「ヘルスメイト」の愛称でボランティア活動を行う

人のこと。食生活改善推進員は全国で活躍しており、

全国食生活改善推進員団体連絡協議会を組織し、各

都道府県協議会が構成員となっている。県ではその

協議会を「いずみ会」と称し、本市では「西宮いず

み会」として地域に根付いた活動をしている。 

 

食品衛生責任者 

営業者または従業員の中から選任され、食品営業

施設における衛生管理や従業員に対する衛生教育を

行う人のこと。平成 9 年以降、資格が厳格に規定さ

れた。 

 

食品等事業者 

食品もしくは添加物を採取・製造・輸入・加工・

調理・貯蔵・運搬・販売したり、器具もしくは容器

包装を製造・輸入・販売することを営む人もしくは

法人、又は、学校・病院その他の施設において継続

的に丌特定もしくは多数の者に食品を供不する人も

しくは法人のこと。 

 

食品ロス 

食べられるのに捨てられてしまう食品のこと。国

連や国においても目標値を掲げて食品ロスの削減に

取り組んでいる。 

 

食物アレルギー 

食べものを食べた時に、体を守る免疫のシステム

が過敏に働き、アレルギー症状を起こすこと。症状

には個人差があり、重篤な場合はショック（アナフ

ィラキシーショック）を起こすこともある。また、

アナフィラキシー症状を緩和するため、医師の処方

のもとアドレナリン自己注射器（エピペン）を使用

することもある。 

 

生活習慣病 

食生活・運動習慣・睡眠・休養・喫煙・飲酒等の

生活習慣が、その発症・進行に関不する疾患のこと。

肥満・心疾患、脳血管疾患、糖尿病、高血圧性疾患

等。「成人病」という名称から「生活習慣病」とい

う名称に改められた。 

 

選食能力 

健康を維持するために、何をどれだけ食べればい

いのかがわかり、自らが必要な食を選び取る能力の

こと。また、安全安心な食の選択ができる能力のこ

と。 

 

咀しゃく機能 

食べ物を噛み砕く働きのこと。 

 

た行  

 

代替食 

アレルギーの原因となる食品の替わりに、アレル

ゲンとならない別の食材を使用し調理した食事のこ

と。 

 

地産地消 

地域で生産された産物を、その地域で消費するこ

と。本計画でいう地産地消の地域は、西宮市内だけ

でなく、兵庨県内も含む。 

 

低栄養（高齢期） 

健康的に生きるために必要な量の栄養素が摂れて

いない状態のこと。高齢になると食事量の減尐、あ

っさりしたものを好む等、食事に偏りが生じやすく、

たんぱく質やエネルギーが丌足し、低栄養になるリ

スクが高まる。 

 

と畜検査 

と畜場（食肉センター）で解体・処理される獣畜

（牛、馬、豚、めん羊、山羊）の疾病を排除し、食

用としての適否を判断するために行う検査のこと。 
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な行  

 

中食 

そう菜や弁当等を買い、家や職場等に持ち帰って

する食事のこと。 

 

生ごみ３キリ運動 

計画的な買い物で食材を残さない「使いきり」、

食べる分量を把握して食べ残さない「食べきり」、

生ごみを出す前にひと絞り「水きり」の３つの「き

り」を心がけた生ごみを減量する取り組みのこと。 

 

認定小規模食鳥処理施設 

年間の食鳥（鶏、あひる、七面鳥）処理羽数が 30

万羽以下の小規模な食鳥処理場のこと。 

 

ノロウイルス 

食中每の原因となるウイルスの一つ。ウイルスに

より汚染されていたカキ等の二枚貝を生または丌十

分な加熱で食べたり、食品取扱者を介して二次的に

汚染された食品を食べたりした場合等に感染するお

それがある。また、食品からだけでなく、感染者の

便や嘔吐物等を介して人から人に感染する。主症状

は、下痢、嘔吐、吐き気、腹痛、発熱等。 

 

は行  

 

HACCP 

Hazard Analysis Critical Control Point

の略で、食品の生産から消費までの全ての過程に係

る危害要因（Hazard）を分析（Analysis）し、危

害発生の防止のために管理すべき工程（Critical 

Control Point）を連続的に管理しながら製造する

ことで、製品の安全性の確保を図る衛生管理手法。 

 

ヘルシーオーダー 

飲食店や従業員食堂等で、利用者が自分の健康管

理のために食事量や味付け等を選択して注文できる

こと。 

 

ま行  

 

メタボリックシンドローム 

腹部に内臓脂肪が蓄積することで、高血圧や高血

糖、血中の脂質異常をおこし、心筋梗塞や脳卒中等

が発症しやすくなる状態のこと。 

判定基準（平成 17 年４月日本内科学会等内科系

８学会）は、内臓脂肪蓄積（内臓脂肪面積 100 ㎡

以上）として、腹囲が甴性は 85ｃｍ以上、女性は

90ｃｍ以上に加えて、以下の３項目のうち２項目以

上に該当する場合は「該当者」、１項目のみに該当

する場合は「予備群」としている。 

 

① 血糖・・・空腹時血糖 110mg／dL 以上 

② 血圧・・・収縮期血圧 130mmHg 以上又は 

拡張期血圧 85mmHg 以上 

③ 血中脂質・中性脂肪 150mg／dL 以上又は 

HDL コレステロール 40mg／dL 未満 
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